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　私は、2011 年 1 月の本共同研究会での初めての発表で「ソウル大学校の歴史と京城帝
大の問題」という報告を行い、ソウル大学校で活発に提起されていた開校元年の再調整問
題とそれに伴う京城帝大の位相問題を紹介・説明した。当時（2011 年 1 月）の動きでは、











る資料である。春園は 1907 年 9 月に明治学院に入学して 1910 年 3 月に卒業し、1915 年







































生年月日： 明治 25 年 2 月 1 日
出身学校： 早稲田大学　文学部　哲学科　第 3学年　修業




1934 年からは法学科を分離させた。速水愰総長は 1938 年 5 月 2 日に開かれた創立記念日の式辞で、そ









その他　： 1. 大正 15.8.31　休学の件　許可（自　大正 15.9.1　至　大正 16.3.31）
  1. 昭和 2.3.31　休学の件　許可（自　昭和 2.4.1　至　昭和 2.9.30）
  1. 昭和 2.9.30　休学の件　許可（自　昭和 2.10.1　至　昭和 3.3.31）
  1. 昭和 3.3.31　休学の件　許可（自　昭和 3.4.1　至　昭和 4.3.31）
  昭和 5年 1 月 23 日付通則第 25 条により除籍
　春園の学籍簿は 2 枚あり、2 枚目の合格月日、成績単位、科、論文、備考などはすべ
て空欄のままである。
　この資料から分かるように、春園は 1926 年 6 月 1 日に京城帝大の文学科に選科生とし
て入学したが、同年の 9 月 1 日から 1929 年 3 月 31 日までに 4 回も休学し、1930 年 1 月
23 日付で学則によって除籍された。法律的には、彼は京城帝大に入学してから 4 年間学
籍を持っていた。それだけでなく、京城帝大の在学番号の 1番であったことも分かった。
　しかし、一度も試験を受けて進級することなく相次いで休学を繰り返した。それは彼
の健康状態が極めて悪かったせいだった。彼は 1926 年 6 月に京城医専病院に入院し、8
月には友人の医師を連れて三陟などに休養旅行に出た。同年 11 月に東亜日報の編集局






















































































































な活動を行った。京城帝国大学の法学科は 1929 年に朝鮮人卒業生 10 名を出して以
来、解放の年の 1945 年に卒業生 12 名を出すまで、その総数は 299 名だった。これ
に文科卒業生を合わせても 600 名に至らない。そのうち、現在存命中の法科卒業生
は 50 名に満たないようだ。それに文科を合わせても 100 名足らずだ。京城帝国大学
およびその卒業生はほとんどこの世から消え去っているのに、ここで私が回想する
のも詮無きことかも知れない 12。  
2　京城帝国大学の法学







道教総本部にその経営権を委譲したが、1945 年には高麗大学校に発展した。   




























































































































続きを経て 1957 年 11 月 2 日、ソウル大学校の講堂でソウル大総長、法大学長、そ
の他の来賓多数と会員 500 余名が臨席する中で同窓会の共同創立総会を開催するこ
とができた。このような過程を経て、初代会長団は会長に兪鎭午（城大 1 回）、副会
長に朴仁珏（法専 16 回、元平安南道知事）、副会長に金道昶（法大 1 回、韓国行政
科学研究所長）、事務局長は会長を輩出した側から金炳華（城大 9 回、弁護士）など
を選出し、このようなパターンで毎年にかわるがわる自律的に役員を選出する先例
を確立することができた。その後約 25 年が経った 18 代の会長団（1981‒84）で、初
めて法大 6 回出身の金澤秀（全国会委員）同門が会長を務め、19 代に城大 23 回の金
鍾聲（忠南紡織会長）先輩が会長に就いた後、20 代から金性洙（法大 7 回、五洋水














































蔵書だが、1937 年 3 月になんと 5,639 冊も購入されている。オーストリアの憲法教授
テッツナー（Friedrich Tezner）教授の蔵書 967 冊も同年 10 月に購入されている。ドイツ
の著名な民法および国際司法学者であるエルンスト・チーテルマン（Ernst Zitelmann, 
1852‒1923）の蔵書879冊も入手している26。チーテルマン蔵書がソウル大図書館にあるの
は、世界法学界に誇るものと言えよう。2011 年 8 月にフランクフルトのゲーテ大学で開




















は 300 名だった 27。その中で社会的に際立った活動をした人物はほぼ以下の通りである 28。
　第 1 回（1929.3 卒業）は 10 名が卒業した。姜聲邰は京畿道出身で韓国自動車保険株式



















　第 5 回（1933.3 卒業）は 16 名が卒業した。金聖煥は弁護士になり、金泰旭はドン
イル交易の会長を務めた。夫雲鳳は釜山大の教授を務め、申基碩は釜山大の総長と国
会委員を務めた。申淳彦は弁護士、李興培は弁護士、京畿道知事を歴任した 32。趙平載
27	 最後の京城大学の卒業者 42 名は除いた。
28	 以下の人物の中で法曹人に関しては、崔鍾庫、前掲「日帝下 韓国法律家의 活動과 評価」、130‒135 頁参照。
29	 詳細は、崔鍾庫『韓国의 法学者』서울大出版部、2007、141‒188 頁。
30	 崔鎭については、崔鍾庫『韓国의 法律家』서울大出版部、2007、71‒84 頁。






　第 6 回（1934.3 卒業）は 20 名が卒業した。金義昌は弁護士、朴勝夏は建国大の教
授、尙大植は尙文中高校の校長、孫錫度は弁護士、元興均は世宗大の総長、玄錫虎
（1907‒88）は内務部長官と国防部長官を歴任して、晩年にはカトリック運動に携わった 34。























　第 11 回（1939.3 卒業）は 8 名が卒業した。金永均は税関協会の理事長を務め、全永
壽は作家として活動した。南興祐は高麗大の教授と弁護士の後、現在は学術院の会員と
なっている 37。 





34	 彼の自叙伝である『한 삶이 고백』（탐구당、1986）は、親日懺悔を含む良心告白として、多くの人々を
感動させる。
35	 정운현『나는 황국신민이로소이다』개마고원、1999、54‒59 頁。
36	 彼の京城帝大に関する回想記は、이명섭、ECCE HOMO『하늘이 무너져도 정의는 세워라』경세원、
1993、3‒11 頁。














ル法大 15 棟ラウンジに設置されている 40。
　第 13 回（1941.3 卒業）は 17 名が卒業した。朴在灄は高麗大の国際法の教授を務め、黄
山德はソウル法大で法哲学を講義して、成均館大の総長、法務部長官、文教部長官を歴
任した。彼の法哲学は仏教の影響を受けた 41。














　第 17 回（1944.9 卒業）は 17 名が卒業した。金庚星はソウル大の教授、金成熺は外国語
大学の教授を務めた。金曾漢（1920‒1988）は民法学者でソウル大の法大教授、学長、大
38	 李恒寧・鈴木敬夫訳『法哲学概論』 I ・ II 、成文堂、1990・1992。彼の師匠に関する回顧としては、李




41	 崔鍾庫、前掲『韓国의 法学者』、299‒322 頁。
































43	 詳細は、崔鍾庫、前掲『韓国의 法学者』、357‒290 頁。彼がソウル法大の学長に在職した当時、京城帝
大の恩師である有泉享教授が訪問したが、その時、筆者も同席した。金教授は、法学は理論と判例と実
習の三つで構成されるべきだと教えてもらったと、いつも思い返しているそうだ。
44	 詳細は、崔鍾庫、前掲『韓国의 法学者』、403‒414 頁。
45	 詳細は、李大源『恵化洞 50 年』열화당、1985；崔鍾庫「李大源의 生涯와 芸術」『韓国人物伝記学会第
80 回人物講座』2011.10.29、発表文。
46	 詳細は、崔鍾庫、前掲『韓国의 法学者』、415‒436 頁。
47	 詳細は、崔鍾庫、前掲『韓国의 法学者』、347‒356 頁。
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崔　鍾庫
ため、公式には京城帝大の法学が継続したとは言い難い。しかし法学の内容上において
は、断絶している点より受け継がれている点が多かったと言えよう。憲法学においては、
新しい大韓民国の憲法の下で行政が実施されたが、憲法の教科書には、「国体」や「政体」
といった表現がそのまま踏襲された。解放後において唯一の憲法学者と称され、また父
も憲法学者であった兪鎭午に、筆者が彼の父の憲法学から引き継いだ部分について尋ね
たところ、彼は解放後から再出発同然であったと答えた。さらに民法学の場合には、金
曾漢・ 安二濬の両教授が我妻栄の教科書を丸写ししたかのような教科書を編んで使っ
た。 金曾漢教授は有泉享教授の民法講義についてよく語った。
　おそらく、京城帝大の法学の遺産を語る時に最も関心が寄せられる分野は法哲学と言
えよう。京城帝大の尾高朝雄教授の講義の評判や名声があまりにも高かったこともあっ
たが、彼の愛弟子である李恒寧によって法哲学は独特な形態で発展したからである。こ
れらについては、別途の研究が行われつつある。
結　語
　以上、京城帝大の法学がいかにして形成され、どのような雰囲気だったかについて探
り、それが図書館や卒業生を通して一つの遺産としてソウル大に受け継がれている事実
を検討してみた。 
　京城帝大法学の遺産は、帝国主義的（権威主義的）な面と自由主義的な面を特徴として
併せ持つが、前者は克服されるべきであり、後者は継承発展されなければならないと考
える。ところが、法学の生理上、学者自身がいくら権威主義的な側面を切り捨て、民主
的自由主義的な方向へ進もうと努めても、どうしても政治・社会的な雰囲気に左右され
てしまうともいえよう。それらを踏まえて初めて、ソウル法大の法学が解放後、どれほ
ど民主主義的で自由主義的な学問になりえたかについての様々な分析や評価が可能にな
ろう。
（原文：韓国語、日本語訳：金炳辰）
